
 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

２月５日（木）、中央地連男女共同参画懇談会が開催され県連女性協から２名が参加して、

２００９年度の取り組みに向け先進事例や他生協の取り組みを学びました。 

多くの女性が働く（株）ベネッセからは両立支援策や女性活用の実績などを、千葉県にあ

る大里総合管理（株）からは企業の地域社会で果たす役割と題し具体的な取り組みを聞かせ

ていただきました。他生協からはファミリー参加企画や地域活動・次世代育成支援の取り

組み報告を受けました。共同（平等）参画を学び・考え・取り組んだことを明るくイキイキ

報告する皆さんから大きな元気をいただきました。 

グループ討論では２００８年のまとめと２００９年の課題を参加者が出し合い、活動の交流を

することができました。 

不安の大きくなる社会で、働く意欲を持てる職場を作る意志を持つこと・地域でしっか

り目を向けた組合員活動を組み立てることなど２００９年度の女性協活動を考える上で大きな

力となる一日でした。 

 

 

 

 

 

 

 

講演：鬼沢裕子さん（株）ベネッセコーポレーション 

ベネッセコーポレーションは「進研ゼミ」などで知られる教育事
業とともに、出産・育事業や、家庭・生活事業、さらにはシニア
事業と幅広く事業を展開している。ベネッセコーポレーションは
これまでもファミリーフレンドリー企業表彰労働大臣優良賞を受
賞されるなど、ワーク・ライフ・バランスの面でも先進的な取組
みをされているが、2008 年度「均等・両立推進企業表彰厚生労
働大臣最優良賞を受賞された。 

講演：野老ところ真理子さんさん（株）大里綜合管理 

大里綜合管理は千葉県大網白里町で不動産業を経営（社員数 35 
名）。地域の環境活動、文化活動などに参加。社屋をパブリック
な空間として開放し学童保育を開催するなど、地域との結びつき
を意識した取組みを展開している。「子どもと家族を応援する日
本」内閣府特命担当大臣表彰、「千葉県男女共同参画推進事業所」
奨励賞表彰など多数受賞されている。 



  

 

 

3月 1日（日）、２００８年度消費者まつりが群馬県庁で開催されました。会場の県民ホールとビ

ジターセンターには１０時の開会と同時に組合員など大勢の参加者がおとずれました。午後からは

ビジターセンターで群馬県「食育フォーラム」が開催され、一日中家族連れなどでにぎわい、盛り

だくさんの催しを楽しんでいました。今年は各生協・団体の取り組みの広がりや恵まれた天候にも

支えられ、例年を大幅に上回る２５００名が来場しました。 

消費者まつりに取り組んで（感想） 
  

 

 

売あり展示あり実演ありクイズもあり、フラダンスも寸劇もあり・・・最後はギターで歌 

も聞こえたような？大変楽しく、賑やかな一日を過ごしました。昼頃にやって来た人が「県庁の駐

車場が渋滞していて入れない。あれみんなここの客なのか！」と----

そうだったのでしょうか？きっとそうでしょう！！ 

 県下に生協がこんなにたくさんあるとは、組合員である私たちも

普段あまり意識していません。そ

れぞれの生協の紹介を展示したコ

ーナーは、もっと目立つ場所にあ

っても良かったかもしれません。

一般のお客さんにも、コープぐんまばかりが生協じゃないよと理解

していただけたでしょうか。 

 「たべる・たいせつ、くらし・安心」がメインテーマでした。様々

な食品汚染が表面化する中、これからは生協同志の横の連帯も大切だなあと思いました。他生協の

職員の方とお話ができたことも、貴重な体験でした。スタッフの皆さん、大変お疲れ様でした。 

 

 

 

 

つの医療生協では、例年通り分担して健康チェックを行い、大変好評でした。 

はるな生協が実施した血圧測定と、北毛保健生協の体組成チェッ

クには、それぞれ１２０人以上の人が参加し、職員の詳しい説明が

大変喜ばれました。 

群馬中央医療生協は、内科医師が６０人の方から医療相談を受け

たり、歯科相談や歯周病チェックにもおおぜいの参加がありました。

イベント会場で行った健康体操（脳刺激体操と転倒予防体操）も中

央医療生協が担当しました。 

利根保健生協の骨密度チェックには有料（５００円）でしたが５７人の方が参加されました。 

 次回に向けて、「こうした機会に、医療生協をもっとアピールしていきたい」「医療生協の組合員

相互で、交流できる場づくりに」等の声が寄せられています。 

女性協コーナーで来場者にアンケート 
 女性協コーナーに訪れた方に、“あなたらしく・私らしく生きる”ことを考えるきっかけにと、



 

アンケートをお願いし、１１７人（女性８７人、男性３０人）の方にご協力をいただきました。回

答者は４０代までの方が５５人と、若い方の参加が目立ちました。家庭で家事・育児などを分担し

ているかについて「ある」と答えた男性は全体で２０人（６７％）、６０代では７５％でしたが、

まだまだ女性だけに任されている状況がうかがえました。退職後や子育て終了後の夢について尋ね

ると７割以上が「ある」と答えた半面、２割近くの人が「夢など持てない」（６％）、「考えたこと

もない」（１３％）と答え、考えさせられる結果でした。 

 

 

 

 

 

 ２月１５日、ＪＡ群馬中央会とフートピア２１、上毛新

聞社の共催で食農教育シンポジウム「ニッポンの食料は日本

の大地から～親子で学ぶぐんまの食～」が前橋テルサで開催

され参加しました。沢山の応募者の中から選ばれた２００人

の親子連れが参加し、楽しく学んでいました。 

講演会では料理研究家浜内千波さんが「野菜の力」をアピ

ールしました。 

野菜は簡単に美味しく経済的に調理でき、そのうえ野菜は、

“だし”も“旨み”も“甘味”も持ち合わせていていると話

し、野菜のもつ栄養成分やバランス、調理のコツなどを参加

者へのクイズも交えて講演しました。 

さらに、となりの人と手をつながせ“このあたたかい手でお母さんがお

いしい料理を作っています。感謝をして、お母さんのお手伝いをしましょ

う。”と子どもたちにも解りやすく楽しくお話しして下さいました。 

浜内さんは講演を進めながら、群馬県内産の食材を使って簡単にできて

おいしい「サラダ寿司」の実演を行いました。（人参をすりおろしたピンク

の酢飯に、鶏もも肉を皮がパリパリになるまで両面からフライパンに押し

付けて焼き、角切りにしてまぜ、緑のブロッコリーは栄養とおいしさを逃

がさないように蓋付きのフライパンで蒸したもの、そして角切りのチーズ

を飾って出来上がり） 

休憩時間には、お皿にたっぷり盛られた「サラダ寿司」が参加者

分用意され、彩りの良い「サラダ寿司」をおいしく試食しました。 

第二部の「食農教育の親子勉強会」では、浜内千波さんとＪＡ中

央会の斎藤尚登さんが、「食をめぐる事故が後を絶たず、私たちは

食とどう向き合ったらよいのか」などの参加者の質問にていねいに

答えたり、あらかじめ参加者が提出してあった○×クイズの答え合

わせなどを行いました。 

 

最後にクイズの回答者に県産農畜産物や浜内千波さんの

キッチングッズなどが当たる「抽選会」が行われ、自分の

番号が読み上げられるたびに歓声が上がり、当選者はたく

さんのプレゼントに大喜びしていました。 

帰りには全員にゴロピカリの参加賞もありました。どう

もありがとうございました。 

 

大根を手に主催者挨拶をする 

ＪＡ中群馬央会松本近史専務理事 

 

第二部の様子 

試食会の様子 

浜内千波さん 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

ごはん ３００ｇ 

白玉粉  ９０ｇ 

水   大さじ５～６ 

＜たれ：３種＞ 

きな粉   大さじ１ 

さとう   大さじ１ 

すりゴマ(黒) 大さじ２ 

さとう    大さじ１ 

 抹茶   大さじ１／２ 

さとう  大さじ１ 

＜甘辛たれ＞ 

 しょうゆ  大さじ２ 

さとう   大さじ４ 

水     大さじ３ 

水どき片栗粉 

 


